
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
記
憶
や
認
知
機
能
に
障

が
い
が
現
れ
て
も
、
周
囲
の
方
の
声

掛
け
や
手
助
け
が
あ
れ
ば
で
き
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
市
も
の
忘
れ
相
談
セ
ン
タ
ー
・
坂

本
和
子
相
談
員
は
、「
ま
ず
は
、
家
族

や
周
囲
の
方
が
認
知
症
の
こ
と
を
学

び
、
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
関
心
が
な

い
と
、
い
ざ
自
分
や
周
囲
の
方
に
予

兆
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
気
付
か
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
参
加
し
て
正
し
い
知
識
を
身
に

付
け
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
の

『
杖
』に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」と
話
さ

れ
ま
し
た
。

認
知
症
は
脳
の
病
気

　
認
知
症
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原

因
で
、
脳
の
細
胞
が
死
ん
で
し

ま
っ
た
り
、
働
き
が
悪
く
な
っ
て

脳
神
経
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
壊
れ

て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
で
日
常

の
当
た
り
前
の
行
為
を
す
る
こ
と

が
難
し
く
な
り
、
生
活
に
支
障
が

出
て
き
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

　
日
本
に
お
け
る
認
知
症
の
患
者
数

は
、
２
０
１
２
年
で
約
４
６
０
万
人

と
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
約
７
人

に
１
人
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

２
０
２
５
年
に
は
約
７
０
０
万
人

で
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
約
５
人

に
１
人
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

認
知
症
は
高
齢
に
な
る
に
つ
れ
、

誰
も
が
な
り
う
る
病
気
で
、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
が
現
実
で
す
。
世
界
で
最
も

速
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
む
日

本
に
お
い
て
、
増
え
て
い
く
認
知
症

の
あ
る
方
々
を
支
援
す
る
取
り
組
み

が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。

認
知
症
を 

正
し
く
理
解
し
よ
う

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
す
べ
て
の

　令和４年９月から、認知症の方が日常生活に
おける偶然の事故により第三者に対して法律
上の損害賠償責任を負う場合などに、その賠償
金を保険で補償します。保険料の自己負担はあ
りません。
【対　象】①市内に住民票がある方　
②丹波篠山市認知症高齢者等の見
守り・SOSネットワーク事業の登録者　③在宅
で生活されている方　④認知症の症状などがあ
ると確認できる方　※①〜④の全てに該当

　認知症問題に対する関心や理解を深めるため、
家庭や学校、地域に対する広報・啓発活動など、
さまざまな取り組みを推進します。

　認知症の方やそ
の家族、地域の方、
ボランティアや専
門職など、誰もが
気軽に参加できる
「集いの場」です。

　一人で悩まずに、お茶を飲みながらお話をして気
分転換、ストレスの発散を一緒にしてみませんか。

【市内の認知症カフェ一覧】
⃝ホッと・ひといきカフェ（城下まち会館）
⃝たきたきカフェ（旧保健センター）
⃝カフェやすらぎ（古市コミュニティ消防センター）
⃝りんごカフェ（西紀老人福祉センター）
⃝かやのみカフェ（日置ふるさとステーション）
※詳細は、下記の相談窓口にお問い合わせください。

　認知症の方と、その家
族が楽しく、穏やかに暮
らすには？
　当事者でしか理解でき
ないことなど、皆さんで
話し合ってみませんか。
内　容　�介護の状況や本人の近況、日常の時間の使

い方などのお話や、介護保険サービスの活
用についての情報交換、他の家族の会の活
動の情報提供など

開催日　毎月第３水曜日13:30 〜 15:30
ところ　喫茶ふれあい（丹南健康福祉センター内）
参加費　飲物代300円
問い合わせ　（代表）前

まえ

川
かわ

洋
よう

一
いち

さん☎552-2535

認知症の方と
介護をされている家族の集い

　認知症により、行方不明になる恐れのある高
齢者の日常的な見守りを行うとともに、所在が
不明となった場合に、関係機関および地域の事
業所などの協力機関に情報提供することで、早
期発見保護をめざします。

認知症高齢者等見守り・SOS
ネットワーク事業

認知症高齢者等個人賠償責任保険

９月は「みんなで認知症を考える月間」です！

　
9
月
21
日
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
で
す
。

　
市
で
は
一
人
で
も
多
く
の
方
が
認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
、
認
知
症
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
認
知
症
に
つ
い
て
、
少
し
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ　
長
寿
福
祉
課
☎
５
５
２
‐
５
３
４
６

■もの忘れ相談センター
　市役所�第２庁舎�長寿福祉課内� ☎552-5346
■東部地域包括支援センター（篠山・城東・多紀地区）
　城東公民館内� ☎556-2340
■西部地域包括支援センター（西紀・丹南・今田地区）
　丹南健康福祉センター内� ☎594-3776

認知症に関する相談窓口
業務時間　
月～金曜日（祝日・12/29 ～ 1/3を除く）8:30 ～ 17:15

認知症カフェ をご活用ください

　認知症サポーターとは、認知症について正し
く理解し、認知症の方や家族を温かく見守る応
援者として、自分のできる範囲で活動する人で
す。これまでに、多くの方が受講し、サポーター
数は11,886人となりました。
　サポーターには、１時間から１時間30分程
度の養成講座を受講すればどなたでもなれま
す。おおむね５人以上の参加者がいる場合に講

師を派遣しますので、
お住まいの地域や職
場、各種の集まりなど
で講座を開催してみま
せんか。

認知症サポーター養成講座

　主に自宅を訪問する事業所と市で協定を締
結し、事業所の皆さんの仕事を通して、高齢者

や障がいのある方などの
さりげない見守りを行い
ます。異変を発見した場
合には市へ連絡してもら
います。

丹波篠山市高齢者・障がい者等見守り
ネットワーク事業（マメに見守り隊）

■市役所庁舎をオレンジ色にライトアップ
　期　間　９月21日（水）〜 28日（水）
■�市役所、公共機関、民間事業所などの窓口をオ
レンジ色に装飾
　期　間　９月１日（木）〜 30日（金）
■市内商業施設での街頭キャンペーンの実施
　と　き　９月11日（日）

市内の高等学校も取り組んでいます！
①地域探究部によるロールプレイング
②認知症サポーター養成講座受講
③�認知症シンボルカラー「オレンジ色」
のマリーゴールドの栽培

① ②

③

市もの忘れ相談センター相談員

坂
さか

本
もと

和
かず

子
こ

さん

篠山鳳鳴高等学校 篠山産業高等学校

篠山東雲高等学校

と
共
に

で
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

新規
市の取り組みを紹介します
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